
一番大切なこと 

 

生まれてきてくれた時には、ただここに生まれてきてくれたことが嬉しかった。この家

に、私を親に選んで生まれてきてくれたことだけで、感謝でいっぱいだった。 

でも子どもが大きくなるにつれて、いろいろなことを教えていかなきゃ、習いごともさ

せてあげたい、良いこと悪いことがきちんとわかる子にしなきゃ、よい食事のマナーも教

えなきゃ、あいさつもきちんとできる子にしなきゃ…… などなど、親はたくさんのこと

を思うようになります。 

これらも将来のためを思っての親の愛情のひとつの形でしょうが、往々にして、親の希

望は、子どもに対してより、親の自己愛、自己満足であることが多いのではないでしょう

か？ 

5 歳までに、親となった人がしなければならない一番大切なことは、「どんなにあなたが

大事な子であり、大好きな子であるか」ということを、繰り返し繰り返し伝える ― 体じ

ゅうで伝える ― ということに尽きます。あとのことは、親の後ろ姿を見て学んでいくの

ですから、口で言うだけ無駄というものです。しつけも食事のマナーも親が子どもに「こ

うなってほしい」と思うことを、自分で実行していけばそれでよいだけのことです。テレ

ビばかり見ていて困るなら、親もテレビのない生活をすればいいし、本をたくさん読む子

に育ってほしいと思うなら、親がまず本を楽しめばよいのであって、すべての良い価値観

も悪い価値観も、親から出て、子どもに伝わっていきます。 

一生懸命のあまり、大人は子どもの欠点を見つけるのが上手になります。欠点を見つけ

てそこを注意していけば、よくなってくるかのように思い、熱心に欠点を探し、注意を繰

り返してしまいます。でも、子どもを「だめだ」「だめだ」と、家や保育園や学校で言われ

ていると、その場所を嫌いになってしまいます。そしてマイナスのメッセージばかり受け

ると子どもは自信を失ってしまうのです。自分が好きになれず生きている意味を見い出せ

なくなってしまいがちです。 

小さな心遣いの、さり気ない言葉、ありがとう、元気でね、いってらっしゃい、おやす

みなさい、おはよう、おかあさんのたからもの、などの言葉を笑顔に添えてかけていくと、

あなたはここにいていいんだよ、あなたは家族の一員だよ、という思いが伝わるメッセー

ジをもらうことになります。すると子どもは安心できるのです。安心すると、どんどん優

しい子、挑戦意欲にあふれた子に育っていきます。はじめに信頼ありき、なのですね！！ 

 

また佐世保で、心痛む高校生の事件がありました。事件を起こした子が、どんな育ちを

してきたか、どんな思いで今日まで生きてきたのかを思うと、胸が苦しくなります。 

生まれながらに「将来犯罪を起こしてやろう」「人を困らせてやろう」と思って、この世

に生まれ出てくる子はいません。あの子に「あなたは大事な子だ」「ありがとう」「おまえ

がいてくれて嬉しいよ」と声をかけた人が何人いたのでしょうか？ 

すべては導けなかった大人の責任であろうと思うのです。 


